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現代社会における様々な問題の背景にあるジェンダーについて

知り、解決の方策と多様性を認め合う社会のあり方について考える

連続講座を企画しています。 

 

★「今、そこにある現実
リ ア ル

～生活困難に直面する女性たち～」（仮） 

回 開催日 テーマ 講 師 

1 12 月 13 日（土） 若年女性の貧困問題 山口恵子さん（東京学芸大学准教授） 

2 1 月 10 日（土） シングルマザーへの支援 杉山 春さん（ジャーナリスト） 

3 1 月 17 日（土） 子どもシェルターの活動 黒沼有紗さん（弁護士） 

＊時間は、いずれも 13：30～15：30 

【会場】新潟県女性センター 女性団体交流室 2 【対象】テーマに関心ある成人男女  

【定員】30 人 （先着順） 【参加費】無料  

【保育あり】要申込み。生後 6 か月以上 10 人（先着順）保育協力費：子ども 1 人 1 回 200 円 

 

★「Men’s セミナー 家事場の男力（ぢから） 

～イクメン、カジダン、イクジイって知っていますか？～」 

 

「男性にとっての男女共同参画」をテーマに、キャリアコンサルタン

トで産業カウンセラーの三井田隆さんを講師に迎え、9 月 21 日に新発田

市生涯学習センターでワークショップを開催しました。 

 当日は、イクメン、カジダンなどの言葉は知っているが「自称○○メ

ン」と名乗る人はなく、これから目指したい 30～60 代の男性 12 人が参

加。グループワークでは、家事や育児を中心に「今、やっていること」

「今、やっていないこと」について話し合いをしました。洗濯や食事の

後片付け、ゴミ捨てなどは習慣化され、目の前の事を淡々とこなしてい

るが、トイレや部屋の掃除、庭木の手入れは、面倒だ、（多少の汚れは）我慢できる、関心がないから

やらないと、「やっていないワケ」を話し合いの中から発見していました。 

 途中、講師より「男性にとっての男女共同参画」「固定的性別役割分担意識」などについて説明があ 

り、その後ワークショップ全体の振返りをしながら、「今日から、自分ができること宣言」をしました。

参加者からは「笑顔でありがとう」「家族のために、おいしい食事づくりをする」「家族や自分の喜び 

にいち早く気づき、行動する」などの宣言がありました。 

 最後に、参加者から「新発田市にも男女共同参画の条例を！」という声があり、現在、新発田市が条 

例制定に向け、市民からの意見を募集しているなど、市の取組を紹介する機会にもなりました。 

 

 新潟県女性財団では、今年度から男女共同参画関連分野において専

門性と活動実績を有する団体が主催する事業への支援を行います。そ

の第 1 弾として、「北京 JAC・新潟」が企画した下記の講演会を開催

します。 

★「女性差別撤廃条約と日本～条約の制定・批准・義務～」 

【日時】10 月 25 日（土）13：30～15：30 【会場】新潟県女性センター 女性団体交流室 2 

【講師】山下泰子さん（法学博士・文京学院大学名誉教授） 

【対象】テーマに関心ある方ならどなたでも 【定員】50 人（申込み先着順）【参加費】無料 

【主催】北京 JAC・新潟 【申込み・問合せ先】小林 電話・ファックス：025-245-3063 

女性センター講座 

地域セミナー 

 

団体支援事業 

 



9 月 28 日「会議・講座・ワークショップなどで使える アイスブ

レイク講座～リラックスと集中を一瞬でつくる～」を開催しました。

22 人の参加がありました。講師は青木将幸さん。はるばる淡路島か

らお出でいただきました。 

 

アイスブレイクは初対面の人たちが集まっている場で、心と体の緊張した状態（氷：アイス）をほぐ

す（壊す：ブレイク）のために行う活動です。 

 参加者からネタを披露してもらいながら、アイスブ 

レイクを体験し、振り返りから効果や応用、留意点に

ついて考えました。 

 開始時に参加者の名前を覚える。午後の時間帯、眠

気を覚まして集中力を高める、リフレッシュする。グ

ループに分けるなど様々な目的のアイスブレイクを体

験しました。 

 講師から、「アイスブレイクは電子レンジの急速解凍

のようなもの。態度や応対で自然解凍をすることが望

ましい場もある」という投げかけがありました。アイ

スブレイクは本当にこの場で必要なのか。何のために

やるのかという基本を考えていくことの大切さを再確

認したセミナーでした。 

 

今秋に開催される男女共同参画関連イベントのお知らせです。基調

講演のほかにも団体によるワークショップもありますので、詳細につ

いては、各「お問合せ先」にお電話ください。 

 

★アルザフォーラム 2014「知ろう、世界は変えられる。」  

・講演 1「雨宮処凛が闊歩できるまで～生きづらさからの脱却～」 

      講師：雨宮処凛さん（作家・活動家） インタビュアー：松井弘恵さん（フリーアナウンサー） 

・講演 2「これからの社会、そして教育～底の底からの考え方～」 

      講師：苫野一徳さん（哲学者・教育学者・熊本大学講師） 

・対 談 雨宮処凛さんと苫野一徳さん 進行／松井弘恵さん 

【日時】11 月 15 日（土）13：30～16：00 【会場】万代市民会館 6 階多目的ホール 

【定員】280 人（応募多数の場合抽選） 【保育あり】要申込み 【参加費】無料 

【主催】アルザフォーラム 2014 実行委員会・新潟市 

【申込み】10 月 5 日（日）～11 月 4 日（火）に市役所コールセンター 電話：025-243-4894 

【問合せ先】アルザフォーラム 2014 実行委員会 電話：025-246-7713 

 

★第 29 回柏崎フォーラム  

・基調講演「よろこびを力に…」 

【日時】10 月 25 日（土）14：00～16：00 【会場】柏崎市産業文化会館 

【講師】有森裕子さん（かしわざき大使） 

【定員】400 人（要申込み） 【保育あり】要申込み 【参加費】無料 

【主催】柏崎フォーラム実行委員会・柏崎市 【共催】かしわざき男女共同参画推進市民会議 

【申込み・問合せ先】柏崎市人権啓発・男女共同参画室 電話：0257-20-7605 
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